「マニフェストの定義」　　　　　　　　　　　
マニフェストとは何か？

· イタリア語　（公にするなどの意味）　米国（ブラットホーム）　独（プログラム）

· １８３４年　英　保守党が取り入れた

今なぜマニフェストか？

· 1997年　英　労働党が１８年かけてトニーブレアー氏が細かいマニフェスト製作し、勝利した。

· 前回の総選挙でマニフェストが配布出来るようになった。（郵政民営化など、マニフェスト選挙。）

· 2007年　統一地方選挙で首長選挙でのマニフェスト配布が可能になった。

· 2003年　統一地方選挙で、北川前知事がローカルマニフェストを全国に広げる。

なぜマニフェストするのか？

1 立候補者が有権者に対する約束。

2 具体的な約束、数字、目標など（安全や環境問題など口約束させない）。

3 有権者との関係は契約（政治的契約になる）。

4 評価と検証がついて回る（次の選挙などに真意が問われる）。

今回のローカルマニフェストは、中間段階の評価・検証

· 従来の政治は、お任せ政治、お任せ民主主義をやめよう。

· 市民の政治参加。

· 説明責任（何をして、何を出来たか。）

· 今回市民で鳥取市長に対してマニフェストを検証・評価する。

· 従来の公約は、政策で終わる。

· マニフェスト=政策の柱、政策の方向、課題項目及び目標達成期限。

マニフェストの要件

1 目標の明確、数値、客観性。

2 目標の達成期限　明示

3 目標までの到着手段（日本のマニフェストは、ここが弱い）。

4 目標の達成まで工程表を作る（毎年確実に進めたい）。

5 金、コスト、財源調達（それぞれの政策に必要、見通しのない政策はしない）。

6 有権者がどのようにマニフェストの評価をするか。

ローカルマニフェストの位置と意味

· マニフェストの役割、自己決定、自己責任の自治。

· 市政の透明、公開、活発化。

· 市政の関心、市民参加。

· 市民にとってわかりやすい都市、まちづくり。

